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【発表の概要】 
 水産資源の低迷，漁業者の高齢化，漁業所得の伸び悩みなど水産

業は様々な課題に直面している．一方で，漁業を新たな地域産業創

出の場ととらえ多角的な視点から活用しようとする動きがみられるように

なっている．こうした動きは，水産業における六次産業化という形で具体

化されてきており，その取り組みは加工，直売，レストラン，観光レ

ジャーなど様々である．元来水産業は漁業だけでなく加工，流通や販

売など多様な産業を内包しており，水産物の六次産業化は本来の水

産業の形態であるともいえる．しかし水産物は，生産，流通，販売の

様々な段階で農林畜産物とは異なる特性を抱えている．そこで今回は

水産の概要とその特性についてまとめ，六次産業化の取り組み事例とと

もに紹介する． 

           上図: 6次産業化の概念図（水産庁 図で見る日本の水産） 

           下図: 隠岐郡海士町のCAS冷凍と商品（海士町HP） 


